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　日本協会から会費改定の話
が出始めたのが昨年の３月で
した。５月の総会で提案がな
されたのでしたが、説明と準
備が不十分との理由で取り下
げられたのでした。この間、
当県協会理事会では、何とか
値上げを避けられないか、も

しくは値上げ幅を縮小できないか、という白熱した
議論を行い、日本協会には「提案と質問」という形
で、赤字の原因・節減の努力・議論の提案・縮小案
等についての質問状を提出しました。また、８月の
東北ブロック会議でも同様の発言を行いました。値
上げの理由は、活動の活発化・会誌の発行・E－
learningの構築・事務局体制の増強・会費未収などで
した。当県協会といたしましては表決では反対しま
したが、他県の趨勢は値上げやむなし、ということ
で11月の総会では値上げ案が可決されました。
　当県協会の理事会では、日本協会の決議に対して
会員減の懸念も出されましたが、日本協会と歩調を
合わせ、活動を行ってゆくことを全員一致で確認し、
これらを臨時総会に諮ることになりました。そして
迎えた先日の臨時総会ではご議論をいただき、最終
的にはご理解とご支持をいただき可決していただき

ました。日本協会執行部のもと全国一致団結して、
現執行部との緊密な連携を図りつつ、ケアマネの認
知度向上・地位向上・質とＱＯＬの向上を粘り強く
目指してゆくことになりました。今度は、今まで以
上のご支援とご協力をお願い申し上げます。
　話しは飛びます。３％という水が砂漠の砂に撒か
れました。現場の皆さん方の給料アップには結びつ
かないでしょう。小泉元首相が「聖域なき財政再建」
を唱え始めてからが、狂い出したのではないでしょ
うか。「聖域」はあると思うのです。現にスウェー
デンには「オムソーリ Omsorg」という素晴らしい
言葉があるそうです。市場原理～競争原理と対をな
す言葉で、「お互いに気をかける」「悲しみも富も福
祉も分かち合いたい」といった意味が込められてお
り、財政と社会保障を考える上でのキーワードとし
て大切に使われているというのです。言い換えれば
「教育と福祉と医療は聖域」という意味だと思うので
す。
　「教育・福祉・医療」では稼がなくてもいいのです。
その代り、基本的に必要な施設・人材・運転資金は
社会で保障すればいいのです。現場の訪問看護師さ
んや介護福祉士さんたちが経営の心配をするなど、
もったいない話です。しかし現実は逆です。世の中
はそう簡単には変わらないでしょう。結局できるこ
とは、知識としてまずキチンと確認し、「聖職者」で
あることを誇りに思いつつ将来を見据えて粛々と動
いてゆくことでしょうか。報われる日が来ることを
信じつつ。
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平成21年２月８日㈰　13時30分～14時30分   
於：山形ビッグウィング２Ｆ　大会議室   
　日本介護支援専門員協会の会費値上げの決定を受けて、県協会での対応を決定するため、臨時総会が開催された。慎重審議
の結果、提案議案は承認された。以下に臨時総会概要を報告する。   
　
資格確認　　　　　会員総数574名のうち、出席会員84人、委任状出席204人、合計288人の出席が確認される。  
　　　　　　　　　臨時総会は適正に成立した。  
議長選出　　　　　吉田美智子 氏  
議事録署名人　　　鈴木　厚子 氏　　佐藤　　稔 氏 
報告事項   
　　報告第１号　　日本介護支援専門員協会平成21、22年度の代議員・予備代議員の選出について  
　　　　　　　　　次年度からは、県協会の会員数が500名を超えたため、各２名を選出することになり、理事会にて以下の
　　　　　　　　　代議員・予備代議員が選出されたことが報告された。  
　　　　　　　　　代議員　　　　　　島崎みつ子 氏（副会長）　佐藤　知生 氏（広報委員長）
　　　　　　　　　予備代議員　　　　折居　和夫 氏（会長）　　荒井　幸子 氏（副会長）
　　報告第２号　　日本介護支援専門員協会平成21、22年度東北ブロック理事選出について  
　　　　　　　　　報告第１号と同様に、以下の東北ブロック理事が理事会にて選出されたことが報告された。  
　　　　　　　　　東北ブロック理事　佐藤　貴司 氏（事務局長） 
　　報告第３号　　日本介護支援専門員協会会費改定について  
　　　　　　　　　正会員年会費  
　　　　　　　　　従来　　　2000円  
　　　　　　　　　改定後　　5000円ただし、平成21年度は4000円  
協議事項
　　第１号議案　　山形県介護支援専門員協会会費の改定について（承認）  
　　　　　　　　　（提案理由）  
　　　　　　　　　日本介護支援専門員協会の会費改定にともない、山形県介護支援専門員協会の会費を改定する
　　　　　　　　　（提案内容）  
　　　　　　　　　正会員及び特別会員年会費  
　　　　　　　　　従来　　　6000円  
　　　　　　　　　改定後　　9000円ただし、平成21年度は8000円  
　　　　　　　　　　　　質問：会費改定後の収支予算案を持っているか。また会員減になった時のシミュレーションを持っ
　　　　　　　　　　　　　　　ているか。 
　　　　　　　　　　　　回答：詳細はホームページを参照してほしい。会費改定が承認されれば具体的な数値を次回総会時
　　　　　　　　　　　　　　　提案する。シミュレーションは会員が１／２になったときの試算有り。 
　　　　　　　　　　　　質問：日本介護支援専門員協会に入会しないで、山形県介護支援専門員協会のみ加入し、安価な会
　　　　　　　　　　　　　　　費で入会できる選択肢があってもいいのではないか。 
　　　　　　　　　　　　回答：考えていない。介護支援専門員の地位向上、専門性の確保などを考えると組織は一致してい
　　　　　　　　　　　　　　　ることが望ましいとの考え方で話し合ってきた。
　　第２号議案　　山形県介護支援専門員協会　運営規則の一部改正について（承認）
　　　　　　　　　（提案理由）  
　　　　　　　　  会費改定に伴い、運営規則の一部を改正するものである。また、会費納入方法を自動引き落としにしたた
　　　　　　　　　 め、納入時期の実態にあわせるため。  
　　　　　　　　　（提案内容）  
　　　　　　　　　会費の額の改正および、前納の記載を削除する。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　議事の終了時、議長より、会員が500名を超し、代議員が２名になった山形県支部の会員が、会費値上げにより会員の減少
がないように皆で協力していきたいとの提言があった。  

特集
１

山形県介護支援専門員協山形県介護支援専門員協会
平成平成2020年度年度　臨時総会臨時総会
山形県介護支援専門員協会
平成20年度　臨時総会

現　　　行 変　更　後
（会費および入会金）
第７条　規約第５条第２号に定める正会員の会費は１年間六千円とする。
　　　　また入会金は四千円とする。
　　２　規約第５条第３号に定める特別会員の会費は、１年間六千円と
　　　　する。また入会金は四千円とする。
　　３　規約第５条第３号に定める賛助会員の賛助会費は、１口１万円
　　　　とする。
　　４　入会金は、継続会員からは徴収しない。
第８条　会費は、３月31日までに、翌年度分を前納しなければならない。
第９条　一旦納入した入会金及び会費は事由にいかんを問わず返還
　　　　しない。

（会費および入会金）
第７条　規約第５条第２号に定める正会員の会費は１年間九千円とする。
　　　　また入会金は四千円とする。
　　２　規約第５条第３号に定める特別会員の会費は、１年間九千円と
　　　　する。また入会金は四千円とする。
　　３　規約第５条第３号に定める賛助会員の賛助会費は、１口１万円
　　　　とする。
　　４　入会金は、継続会員からは徴収しない。
（削除）
　
第８条　一旦納入した入会金及び会費は事由にいか んを問わず返還しない。
　
　　　　但し、平成21年度の正会員・特別会員の会費は、それぞれ１年
　　　　間八千円とする。
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特集
２ 平成平成2020年度　第３回研修会報告年度　第３回研修会報告平成20年度　第３回研修会報告

テーマ　「介護保険制度の報酬と給付に係る改正に　
　　　　ついて」
日　時　平成21年２月８日㈰

　　　　午後２時30分～４時
会　場　ビッグウイング　
講　師　山形県健康福祉部長　長寿社会課事業主査
　　　　　　　　　　　　　　　　　牧野　真二 氏
参加者数　163名
　
　「会費改定について」の臨時総会終了後開催された。
講師の牧野氏は昭和63年県職員として採用され、昨
年４月より現職として勤めている。
　開会後、折居会長から「３％の値上げとのことで
あるが、現場には恩恵がない様であり、同情するな
ら金をくれといったところですが、こんな時には勉
強をして、体を大切にし、冬の時代を乗り切ってく
ださい」との挨拶があった。今回の改正については、
３％の値上げによって現場の職員にも２万円程度の
賃上げになるであろうとの厚生労働大臣の発言がテ
レビ等で報道されていた。３%の値上げがどのように
現場の為に生かされていくのか気になるところであ
り、そのためもあってか163名もの多くの方が熱心に
受講されていた。
　講師の牧野真二氏から冒頭で「まだ、はっきりしな
い部分もあるため、十分な話ができるか不安はあり、
あっさりとした話になると思われます。皆様もご存知
のところもあると思いますが、まとめさせて頂きまし
た。」との前置きがあり、内容の解説となった。
　３%増と改正内容は、1.7%は在宅、1.3％が施設に
振り分けられる、例えば３千億円が増額されるとす
れば、1700億円が在宅へ、1300億円が施設への介護
報酬増額分になると考えられるという。地域により
格差があり、３%のメリットのない地域もでてくる。
　今回の改正の第１の目的（基本的な視点）は「介
護従事者の人材確保・処遇改善」であり、国では事
後検討を行っていく予定であるという。
　次の目的として挙げられたものは「医療との連携
や認知症ケアの充実」である。具体的な一つは医療
と介護の機能分化と連携を推進することであり、医
療と介護と介護の継ぎ目のないサービスを効果的に
利用できるように見直しをすること、利用者の状態
に応じた評価の見直し等を行うことである。もう一
つは「認知症の医療と生活の質を高める緊急プロジ
ェクト」報告を踏まえ、認知症ケアの推進を行うと
いうものである。
　最後に、人員配置基準の見直しとして「効率的な
サービスの提供や新たなサービスの検証」が挙げら
れた。一つはサービスの質を確保した上での効率的
かつ適正なサービスの提供のために見直しを行うこ

とであり、たとえば、訪問介護事業所のサービス提
供責任者の常勤要件、夜間対応型訪問介護事業所の
オペレーター資格要件、小規模多機能型居宅介護の
夜勤体制要件、介護老人保健施設の支援相談員常勤
要件等の見直しや外泊時費用の適正化等が挙げられ
ている。また平成18年度に新たに導入されたサービ
スの検証及び評価の見直しが行われることや、新予
防給付・地域密着型サービス等についてより多くの
利用者に適切に利用されるように必要な見直しが行
われることなども述べられた。　今回新設された加
算報酬などの例を以下に挙げてみる。
≪居宅介護支援・介護予防支援≫
・特定事業所加算　　・医療連携加算
・退院・退所加算
・サービス提供責任者初回加算
・認知症加算　・独居高齢者加算
≪訪問サービス系≫
・緊急時訪問介護加算　・長時間訪問看護加算
≪通所系サービス≫
・介護・リハの規模の設定及び評価の見直し
≪地域密着型サービス≫
・小規模多機能型居宅介護事業開始時支援加算
・認知症加算　　・看護職員配置加算
・夜間対応型訪問介護に対しての24時間通報対応加算
・過少サービスに対する減算
≪介護保険施設≫
・日常生活継続支援加算　・夜勤職員配置加算
・看護体制加算　・ターミナルケア加算
≪認知症関係サービス≫
・グループホーム退居時相談支援加算
・看取り介護加算　・認知症ケア加算
・若年性認知症利用者受け入れ加算
　（＊この他にも新規加算や既加算単位増あり）
　今後は施設事業所基準の届出は３月下旬提出、４
月１日から予定通り実施されるとのことである。
　講師の牧野氏には丁寧な説明をして頂き感謝申し
上げるとともに、この改正がよりよい方向へ向かう
ことを願い報告とします。
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理  事  会  報  告
平成20年度　第５回（49回）定例理事会

日　時　平成20年12月７日㈰　10：00～12：30
場　所　山形国際ホテル
１）日本協会の会費改定への対応について
①　日本協会平成20年度第一回定時社員総会報告
　　佐藤事務局長より、日本介護支援専門員連盟
　および、日本ケアマネジメント推進議員連盟が
　設立されたことと、会費値上げ案が承認された
　ことを中心に報告された。
②　日本協会会費改定と県協会の対応について
　　佐藤事務局長より報告と説明がなされた。
　・会費未納者2000人から、今後会費を徴収でき
　　るか。
　・Ｅ－Ｌearningを国の事業として推進してい
　　るが、日本協会としても準備を進めざるをえ
　　ないだろう。
　・フレームを作る費用は1000万円、システムの
　　費用はさらに掛かる。
　　また折居会長と木村会長との電話会談がなさ
　　れ、以下の報告（抄）があった。
　　　会費値上げは会を大きくひとり立ちさせる
　　為には必要かもしれないが、急すぎた感じで
　　あるとの山形県協会の見解を伝えた。またテ
　　キスト出版収入2000万からの県への戻し金は
　　期待できるかの問いには、支部助成を検討中
　　だが、具体的には進んでいないとの回答で
　　あった。
　　　その後県は会費値上げにどう対応するのか
　　を理事１人ずつから意見を確認する。
　　　　・シンプルな運営には、県と国が一緒の
　　　　　ほうがよい。
　　　　・入会することのメリットをアピールし
　　　　ていく機会である。この機会に会の活動
　　　　を見直していこう。
　　　　・入会していると、法改正はその他の情
　　　　報がわかるのだとアピールしていく機会

　　　　ととらえる、との意見。
　　　その結果、理事会一致で、県と国は分けな
　　いで対応することとなる。
③　会費値上げによる会員減少シミュレーション
④　平成21年度収支試算
　　繰越金を計算金額に含まず想定してみると、
　会費8000円で、440人の運営が可能だ。今後も
　県からの収入はほしい。特別会員は正会員と同
　じ9,000円で継続する。正会員費に内訳をつけ
　るといいのではとの意見もあったが、日本協会
　に入会したくないという人も出てくるかもしれ
　ないので、県からの事業支出とする。
⑤　平成21年度県予算に対する要望書の回答
　　ケアマネ相談事業の継続を要望した。これに
　ついては次年度も予算化が見込まれている。調
　査研究助成の要望に対しては、県から相談に応
　じたいとの返答を得る。
２）臨時総会について
　　「会則の一部（会費）改定について」の検討が
　行われ、パワーポイントで説明や、「平成21年
　度は8,000円にする」ことなどについて話し合
　われた。
３）第３回研修会について
　　講師派遣内諾済み、資料代含み参加費は会員
　500円　非会員2000円．介護保険改正本はコピー
　資料とする。
４）地区支部より
　　・山形地区　第27・28回研修会報告及び第29
　　　回研修会の予定。
　　・村山地区　10月19日研修会「成年後見制度」、
　　　10月９日ケアマネンボの会
　　・置賜地区　メンタルヘルスについて３回シ
　　　リーズの第３回目実施。
　　・最上地区　ケアマネジメント業務について
　　　４回シリーズの研修終了。
　　・庄内地区　10月18日在宅医療での連携
　　　２月21日施設ケアとリスクマネジメントの
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平成20年度　第６回（50回）定例理事会

　　　研修予定　　　　　　　　
５）委員会より
　　・研修委員会　第３回研修会の件
　　・調査研究委員会　
　　　「地域包括支援センターおよび在宅介護支
　　　援センターに関するアンケート」について
　　　「入居系施設の介護支援専門員へのアンケー
　　　ト」調査について
　　　日本協会の調査事業への協力について
　　・サポート委員会　ケアマネ110番の件数が
　　　延びず、相談内容をまとめて事務局に入れ
　　　てほしい。
　　・ホームページ　組織紹介と理事・委員会の
　　　ページをつくる予定。
　　・広報委員会　会誌28号の発行
　　　会誌の広告料　１Ｐ　 30,000円
　　　　　　　　　　 1／2Ｐ15,000円
　　　　　　　　　　 1／4Ｐ 8,000円
　　・財務委員会　会則の改正をまとめている。
６）平成20年度第１回山形県後発医薬品使用に
　係わる検討委員会報告（荒井副会長が参加。）
７）その他
　　次回の理事会の開催について
　　平成21年２月８日㈰　時間・場所　後日連絡
　
　
　
日　時　平成21年２月８日㈰　11：00～
場　所　山形ビッグウイング２階和室
１）日本協会平成21・22年度の代議員選出につ
　いて
　　平成19～20年度　代議員：佐藤貴司事務局長、
　　　　　　　　　　予備代議員：島崎副会長
　　平成21～22年度　代議員：島崎副会長、佐藤
　　　　　　　　　　広報委員長
　　　（各２名）　　予備代議員：折居会長、荒
　　　　　　　　　　井副会長
２）日本協会平成21・22年度東北ブロック理事
　選出について
　　平成21～22年度よりブロック理事を選出する。
　東北ブロック理事：佐藤貴司事務局長

　（今年度は山形県が担当 ）
３）平成20年度臨時総会について
　①議長：吉田美智子氏（山辺町地域包括支援セ
　　ンター保健師）承認された。
　②議事録署名人　本日の総会で依頼する。
　③報告１・２  加藤理事  報告３　佐藤事務局長
　④議案１　佐藤事務局長・折居会長、議案２　
　　佐藤事務局長
４）平成20年度第３回研修会について
　　進行・挨拶・講師紹介の役割分担について検
　討した。
５）ウエルフェアーへの協力について
　　平成21年２月28日㈯～３月１日㈰の相談コー
　ナーへは、サポート委員会から当番を２名ずつ
　決めて対応することとなる。
６）介護保険報酬改定に伴う全国会議と伝達講習
　について
　　全国会議への出席　研修委員会から２名出席。
　　伝達研修の会場と時期
　　内陸：平成21年３月28日㈯　ビッグウイング
　　　　　13：30～
　　庄内：後日決定
７）実務研修による入会案内の配布について
　　会費改定箇所を修正して以下の日程で配布を
　予定している。
　　内陸：２月27日㈮、庄内：３月６日㈮

８）平成21年度通常総会・第１回研修会の日程
　について
　　４月19日㈰　13：30～
　　ビッグウイング中会議室（案内は後日送付）
９）その他
　　ケアマネ対象の新規・更新研修などの指導者、
　講師を今後県協会から派遣できるように検討し
　ていきたい。
10）20年度第７回（51回）理事会の開催
　　日時　平成21年３月28日㈯　15：00～
　　場所　ビッグウイング　
　　担当　総務委員会
　　　　　伝達研修会の終了後理事会を開催する。



６

山形県介護支援専門員協会会誌　　平成21年３月25日　第 29 号

　
　
　施設サービス計画書第６表、居宅サービス計画書第５表が廃止になったと聞きま
したが、いつからそのようになったのでしょうか。内容について教えてください。
どのように調べたらよいでしょうか？
　
　
　
　平成20年７月２日の介護保険事業運営懇談会資料６「介護サービス事業に係る事
務負担の見直しについて」に記載されておりますので、そのまま掲載します。
　内容は、居宅サービス計画第５表の「サービス担当者に対する照会内容」につい
ては、他の表への記載することで問題がないことから、第５表を削除。
施設サービス計画では、第６表「サービス担当者に対する照会内容」については、
他の表への記載することで問題がないことから、第６表を削除。
　以上のことから従来第５表に記載することになっていた「サービス担当者会議を
開催しない場合には、その理由を記載するとともに、サービス担当者の氏名、照会
年月日、照会内容及び回答を記載」を支援経過に記載することでよいと解釈できます。
　実施の時期については、平成20年８月１日から摘要になっております。（平成20年
７月29日付けの厚労省通知）
　厚生労働省のホームページ、又は山形県のホームページから検索できます。
　
　
相談方法（以下の方法で相談受付ができます）
　面接　　毎月第３火曜日　12時～15時
　電話　　随時受け付け　相談専用　023－615－6530　Fax　023－615－6530
　郵便　　〒990－0021　山形市小白川町二丁目３番31号
　E－mail　yacm@lapis.plala.or.jp　ホームページ　http://www10.plala.or.jp

質　問

回　答
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　本年４月からの介護報酬改正に向けて、
さまざまな疑問や不安をお持ちの会員も多
いことと思います。日常の悩みなど気軽に
相談してください。ケアマネ110番は、サ
ポート委員を中心に活動していますが、理
事や支部の役員の方々へも身近な相談をお
気軽にお寄せください。
　電話・ＦＡＸ・メールどれでも結構です。

（サポート委員長　荒井幸子）

サポート委員会
　２月８日の臨時総会において会費の値上
げとそれに伴う運営規定の改正が承認され
ました。会員の皆様にはこの時期に大変な
負担をお願いすることになりますが、よう
やく500人以上の会員となり山形県からも
代議員が２名出せるようになったばかりです。
現会員が全員継続していただけますように
心からお願いいたします。研修会やいち早
い国の情報伝達など、介護支援専門員の皆
様のお役にたてる会であるように努めてま
いります。　　 （総務委員長　島崎みつ子）

総務委員会

　３月９日に全国介護保険・介護報酬担当
者会議が開催され、研修委員会から委員を
複数名派遣しました。会議の内容を県内2カ
所（内陸：３月28日、庄内：３月24日）で
伝達講習会を開催しました。講習会の案内
は別途致します。会議では「平成21年４月
介護報酬改定の概要」を厚生労働省老健局
振興課から、また「介護支援専門員に係る
介護報酬改定のポイント」を日本介護支援
専門員協会木村会長よりお聞きします。こ
の伝達研修会を以て今年度の研修委員会の
事業がすべて終了いたします。

（研修委員長　佐藤裕邦）

研修委員会

　前号にて報告した５団体の合同調査研究
事業「地域包括支援センターおよび在宅介
護支援センターに関するアンケート」を実
施しました。現在結果を分析作業中であり、
最終的には報告書という形にまとめる予定
です。地域包括支援センター、在宅介護支
援センター双方の課題が少しでも明らかに
なり、地域福祉推進に果たすべき協働の役
割を考えることができればと思い作業をす
すめています。報告をお待ちください。

（調査・研究委員長　丹野克子）

調査・研究委員会

　新しい委員会体制になって会誌を２回出
しましたが、双方とも訂正箇所があり、反
省しております。あらためて誌面作成への
配慮を強めたいと思います。また今回の会
費値上げの件について、常務会・理事会で
の検討内容を会員の皆様に少しでも理解し
て頂けるように努めてきたつもりですが、
どうだったでしょうか。会の活動状況も含め、
ホームページ担当者とこまめに連携をとり、
広報活動をしていきたいと思います。皆様
からも会へのご意見、ご要望などありまし
たらお寄せください。

（広報委員長　佐藤知生）

広報委員会

　臨時総会にて、日本協会の会費改定に伴
う当協会会費の値上げが承認されました。
介護支援専門員の果たす役割と専門性が広
く周知され、社会的評価を確立するために、
我々の協会が職能団体として、しっかりし
た基盤を築かねばなりません。会務の運営
が円滑に継続できるよう経済的な裏づけも
重要です。会員の皆様のご理解とご協力を
お願いいたします。

（財務委員長　岡嵜千賀子）

財務委員会
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地 区 支 部 報 告
（山形・最上・庄内・置賜・村山）

　３月７日㈯　14時30分より、介護保険の改正点
につきまして、研修会を開催しました。講師に日
本介護支援専門員協会の木村会長を迎え、54名の
参加者のもと盛況のうちに終了しました。内容は
介護報酬の改正点についての報告に加え、厚生労
働省との真剣な折衝の経過やケアマネジメント推
進議員連盟に同行して行った桝添大臣への要請行
動など今回の改正に至る舞台裏話に至り、終了予
定時間を30分越えてもまだ時間が足りないほどで
した。
　今年度は認知症をセンター方式で捉える研修を
３回シリーズで行いましたが、今後の取り組みを
現在考慮中です。第１回目の打ち合わせ会を行い
ましたので、今後興味のある方をお誘いさせてい
ただきます。ご案内をお待ちください。

　
　
11月７日
　第４回研修会『ケアマネジメント業務の流れ④』
　講　師　坂上　洋（えんじゅ荘荘長）
　参加者　約30名
　　これまでの、①～③のまとめ・総論として、
　ケアマネジメント業務の視点、ポイント等をご

　講演いただきました。研修後、希望者にて懇親
　会を行い、親睦を深め、楽しい一時を過ごす事
　ができました。
２月10日
　第５回役員会
　１、最上地区社会資源マップの作成について
　２、次年度の総会、研修会等について　　　　
　（予定）
　21年度総会
　　日時　平成21年４月25日㈯　13：00～
　　場所　わくわく新庄
　第１回研修会
　　総会終了後　14：00～
　　『介護報酬改定について』
　　　前半：総論・ポイント等
　　　後半：グループ討議
　
　
　
　平成20年度第16回研修会を開催しましたので、
以下に報告します。
　日　時：平成21年２月21日㈯　13時30分～16時
　場　所：三川町公民館
　内　容：テーマ　「施設ケアにおけるリスクマ
　　　　　ネージメント」
　講　師：宮城県情報公開センター長
　　　　　　　　　　　　　　内田　幸雄 先生
　参加人数：55名
　ある大学で介護福祉士の実習を１ヶ月してきた
学生に、介護スタッフが「管理的、指導的」と感
じるところはどのようなところかとアンケートを
したところ、「ケアプランを実践している時」と
いった回答が返ってきたとの事です。このように、
普段無意識のうちに行っている介護が「管理的で
不適切な対応」となっている事が、多々あるそう
です。自らの事業所を客観的に見て、マニュアル

山形地区支部

最上地区支部

庄内地区支部
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置賜地区支部

村山地区支部
を利用者に即して機能させる事が、如何に大事か
と教えられました。そして、円滑な施設運営と利
用者への良質なサービスを提供する為のシステム
や様々なツールを教えて頂き、施設ケアマネ、職
員にとって大変有意義な研修でした。当日は、東
京出身の内田先生が驚かれるような「地吹雪」で
したが、館内は先生のお人柄もあり、暖かな会と
なりました。
　
　
　
　前回報告で今年度の支部活動の予定は終了いた
しました。現在次年度の活動に向けて検討中です。
次号にて改めて報告させて頂きます。

　
　
　支部活動は、総会と年２回の研修会だけですが、
「ケアマネンボの会」という自由な会を持ち年１～
２回のお楽しみ会を持っています。ここには非会
員も参加し、情報交換やノミ（呑み）ニケーション
をしています。
　今年度は、11月21日に寒河江市内で行い20名が
参加しました。
　また毎年、寒河江市西村山郡医師会主催の介護
保険主治医研修会へも案内を頂き、会員が多数参
加させてもらっています。今年も２月19日㈭、「在
宅療養支援診療報告」と「がん患者在宅療養支援
推進事業についての講演」が開催されました。

《日本介護支援専門員協会から》
１．会費規約の改定について（平成20年12月19日）
　平成20年12月19日付けで会費改定額について以下のようにお知らせがありました。
　①　現行の年会費　　2,000円
　②　改定後の年会費　１）平成21年度　4,000円　２）平成22年度　5,000円

　＊上記改定にもとづいて、山形県介護支援専門員協会でも、報告させて頂いた通り２月８日の臨
　　時総会において会費値上げ改定が提案され承認されました。
　
２．全国選出理事選挙のお知らせ（平成21年３月２日）
　全国選出理事選挙公示がありました。立候補の受付は３月１日をもって締め切りとなっています。
有限責任中間法人日本介護支援専門員協会定款第18条第１項に定める役員の改選について、理事・
監事細則第３条に基づいて公示されました。
　１）選挙の期日　　平成21年３月29日（平成20年度第２回定時社員総会）
　２）選挙の種類　　全国選出理事
　３）選　挙　人　　日本介護支援専門員協会定款第９条第１項に定める代議員
　
３．都道府県支部および各地区支部における「介護報酬改定伝達研修会」開催のお願い
　平成21年４月介護報酬改定の内容を会員の皆様に正確に伝達するため、日本協会では、３月９日
に、都道府県支部の介護保険担当者を対象とした全国会議を開催し、各都道府県支部及び地区支部
における伝達研修会の開催を要請しています。

　＊山形県介護支援専門員協会では２名の理事が参加し、県内２箇所、内陸と庄内にて
　　伝達研修会が開催されました。
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～ 会の動き ～
≪会議等への出席および報告≫
・平成20年11月23日㈰

　有限責任中間法人　日本介護支援専門員協会　平成20年第１回定時社員総会（大阪）
（佐藤事務局長出席）

　
・平成20年11月27日㈭

　平成20年第２回山形県後発医薬品使用に係る検討委員会　　　　　　　　　 （荒井副会長出席）
　
・平成21年３月５日㈭

　介護支援専門員の効果的な研修に向けての検討会議（東京）　　　　　　　 （丹野理事出席）
　厚労省・日本協会・各県の研修主催者が一堂に会した会議であり、44都道府県からの参加があった。
　介護支援専門員の研修のバックアップ体制を整備するため、以下の報告が日本協会からあった。
　①テキストやＤＶＤ等の研修教材を準備中
　　実物が紹介され、内容についておおむね好評な反応が見られ、活用方法についての意見が多数
　　述べられ、活用したいとの声が多数あった。
　②講師バンクを平成21年６月頃に開始する予定
　　整備を急いでほしい、活用したいとの声が多数あった。
　　会議の中で、テキストやＤＶＤ等の研修材料の作成や、講師バンクによる講師確保・斡旋等、
　　研修を開催しやすい環境を整えていくので、各県の協会で、「主任介護支援専門員研修」の実
　　施機関を是非受けて欲しいとの要請があった。各県協会担当者には兵庫県協会の「主任介護支
　　援専門員研修実施規定」も配布された。

　
・平成21年３月９日㈪

　平成21年日本介護支援専門員協会全国介護保険担当者会議（介護保険報酬改定について：東京）
（佐藤裕邦理事、高木知里理事出席）

　
　当日の会議の中で、老健局振興課の遠藤征也補佐および木村介護支援専門員協会会長から新年度
報酬改定において、居宅介護支援事業所の「特定事業所加算「（300単位／月）は是非とも算定し
て、介護支援専門員３人の事業所で約330万円／年の収入をのばして欲しいとの要請があった。加
算算定の要件である「主任介護支援専門員を配置している」ことについては、厚労省は２月19日の
課長会議で希望する者が受講できるように都道府県に依頼したとのこと。

　
　
≪今後の予定≫
・平成21年４月19日㈰

　山形県介護支援専門員協会平成21年度通常総会および平成21年度第１回研修会開催
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書籍紹介

　「よいケア」を実現するにはどうすればよいのか。ケアの思想と実
践を言語化し理論化する総合的なこころみ。介護保険は、ケアする側
にとってもケアされる側にとっても新しい経験でした。しかし今まで
はケアする側からの情報でしか動いて来なかったように思います。こ
れからは、“ケアされるプロ”の意見に耳を傾け、「よいケア」を双方
で話し合い作り上げていかなければならないのではないのか。

ケア　その思想と実践　３
ケアされること

上野千鶴子・大熊由紀子・大沢真理・神野直彦・福田義也　編
岩波書店　　定価2200円＋税
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　今年の米沢はほとんど雪がなく、雪灯籠まつ
りも山から雪を運んでの開催となりました。
NHKドラマ「天地人」の主人公・直江兼続のゆ
かりの地ということもあり、いつもの年より気
合いが入っており、観光客も多いというのに皮
肉なものですが、大自然には勝てません。米沢
では｢雪がない心配はいらない｣と言われてきま
したが、やはり温暖化の影響でしょうか。わが
ままですが、雪灯籠の時だけは雪降りの中で幻
想的に過ごしたいです。また雪がないと出来な
い食材があります。厳しい冬を旬とする伝統の
野菜｢雪菜｣です。雪菜は雪の中で育つ軟白野菜
です。別名｢かぶのとう｣ともいいます。私はこ
の名前の方がなじみ深いです。ひとつの野菜の
食用期を犠牲にした贅沢な野菜です。ふすべて
（湯通しして）塩だけで漬けると、辛みが出て
きます。この辛みがとってもおいしいのですが
、これがなかなか…漬け方にコツがあるようで
、毎年地区の公民館でふすべ漬けの講習会があ
り、大盛況のようです。
　米沢の上杉家十代藩主上杉鷹山公は凶作に備
える施策として「かてもの」という食の手引き
書を編集し、藩内に配布しました。そのかても
のには山野に生える草木果実のなかから８０種
が選ばれ、食べ方から栽培の仕方まで詳しく記
されており、米沢の独特の郷土料理はまさに、
鷹山公のかてものから受け継がれた知恵と工夫
のたまものです。先人の創意工夫が積み重ねら
れ、食文化として伝え続けられている料理を食
べたり、旬の食べ物を通して季節の変わり目を
感じるのも生きる楽しみのひとつです。熱いお
茶と雪菜のふすべ漬けでほっと一息くつろいで
見てはいかがでしょうか。 （わがままな米沢人）

　公園の景色も変わり始めている。幼児の遊具
から、中高年の健康の維持のための、介護予防
遊具に変化しているのだ。ツイストボード、背
のばしチェアー、健康歩道、前屈台、ブリッジ
バランス、ユッタリステップなどなど。皆さん
のお近くではどうですか。　　　　　　 （なな）
　
　冬に多発するノロウイルスによる食中毒の予防
に、神経ぴりぴりの毎日でした。春めいてきた陽
気に一安心しています。おいしい食事で、心安ら
かに毎日を過ごしていただけますように！
　　　　　　　　　　　　　　　　　 （ｋ・ｋ）
　
　年度の代わる時期の今日この頃、あわただし
く過ごしております。検診にて指導を受け、メ
タボ対策のため、アルコールを飲まない日を定
期化しようと努めていますが、自分の意志の弱
さに直面化することもしばしばです。 （S．O．T）
　
　今年度最後には米国アカデミー賞・外国語映
画賞に日本の映画「おくりびと」（滝田洋二監
督）が受賞となり、撮影現場の鶴岡が天地人で
は米沢が脚光をあびています。暗い話題が多い
中、ほっとする今日この頃ですね。もうすぐ春
です。体調の維持に努めて新年度を迎えたいも
のですね。　　　　　　　　　　　　 （Ｓ・W）

【あなたの投稿募集】
　会員の皆様からの投稿を募集しています。希望
のある方は連絡ください。
広告掲載について
　広告掲載についても出来る限り応じます。
　　　　　　　　（当会規定の広告料あり）
連絡先　〒990－0021　山形市小白川町２－３－31
　　　　山形県総合社会福祉センター内
　　　　山形県介護支援専門員協会広報委員会
　　　　Fax　０２３－６１５－６５２１
　　　　E-mail　yacm@lapis.plala.or.jp

～ お 詫 び ～
　会誌28号11ページ「会の動き」のなかで福祉ネッ
ト山形主催研修会への派遣講師の竹田征子様の名前
が「竹田子」となっておりました。訂正しお詫び申
し上げます。
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